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『銀塩写真への回帰」中島秀雄

ゾーンシステム研究会第25回写真展によせて

写真は、 19世紀に科学と化学が出会い、

人々の知性と感性とが組み合わされて完成

したものです。しかしながら今日、写真技

法の主流はアナログからデジタルへと移り

変わり、多くの場合写真は視覚的情報のー

っとして扱われ、写真の楽しみは好きなカ

メラを手にして撮ることだけとなってしま

いました。

本来写真の楽しみは撮影だけではなく、

その余韻の冷めやらぬなかネガをっくり、

真っ白な印画紙に画像が魔法のように浮か

び上がるわくわく感を味わう制作工程にも

あり、写真家はそうしたフ。ロセスすべてに

関わりあうことのできる極めてユニークな

アーテイストなのです。
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私たちはどのようなテーマであっても、

できる限り大判カメラを{吏うように心がけ

てきました。中判カメラにも多くの魅力と

利点があり、これを使いこなすのは研究会

の重要なテーマですが、銀塩写真の究極的

な技法は、大判カメラによる撮影であると

確信しているからです。蛇腹を用いた基本

形態は初期のカメラと変わりませんが、組

み込まれた現代のレンズの性能には素晴ら

しいものがあり、私たちが見逃してしまい

そうな被写体の微妙なデ、ィテールさえ確実

に捉えてくれるのが大判カメラのすばらし

いところです。

ここに展示した作品は、全てフィルムに

よる銀塩モノクロームプリントです。モノ

クローム写真は、現実のカラフルな景色を

単一のトーンに変換することで作品へと昇

華する優れた表現方法であり、私たちはプ

リントを通して新たな世界を眺めたいと常

に思っているのです。

今
ん
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ゾーンシステム研究会第25回写真展[光への探求]作品
アイデムフォトギャラリー 「シリウス [2021年 11月 4日(木)"--' 11月 10日(水)] 
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1. rエリー・レイク」中島秀雄
3. rリングのある窓」中島秀雄
5. rplant & RocksJ北野龍一
7. r翼の夢」鶴見明秀
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2. rpiano Bar J中島秀雄
4. r瑚排フィルターの謎」中島秀雄
6. rMt. Whitney J北野龍一



8. rForest， dawnJ畑文夫
10. rStone wallJ畑文夫
12. r静寂」宮内慶仁
13. r A Leaf of GlassJ大内元
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9. rMt. AsamaJ畑文夫
11. r北の燈台」宮内慶仁
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14. rこもれびの森」大内元
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15. r民、風去って」石井康子 16. r雪解け水騒ぐ」石井康子
17. rWater City (水上都市)J鈴木知之
19. r初冬」橘田功

18. rplatanus (鈴懸の木)J鈴木知之
21. rpOI廿aitof a dried flower J久保重成

20. r静論」橘田功
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22. rとも しび」石井政吉
24. r SILENCE J ) 11北 弘
26. r雪解けの沼」小菅秀一
28. r新緑の滝」越後久雄
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23. r岩に浮かぶ水紋」石井政吉
25. rSHADOWJ )11北弘
27. r山荘 (美坂高原)J小菅秀一
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29. r荒海と玉石」藤田昇
31. rUndaria pinnatifidaJ臼井健司
34. r木霊(こだま)J中津悟
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30. r旬のタマネギ」藤田昇
32. r Objets cotiersJ臼井健司
33. rカサプランカ」中津悟
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35. rはまおもと」長谷川勇夫
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36. rFresh! Fresh! Fresh!J葛城忠彦
38. r向日葵」金子正道
40. rTORAWARERUJ浜野次郎
42. rドライフラワー」 鈴木武志
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37. rRenaissance at noonJ葛城忠彦

39. rSunflowerJ金子正道
41. r収穫」浜野次郎
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ゾーンシステム研究会第25回写真展スナップ
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ゾーンシステム研究会第 25回写真展メディア掲載

アイデムフォ トギャラリー[シリウス]

第25回「ゾーンシステム研究会」写真展
11月 4日“一 ot&saw 2Zfr1lr岨 r問 、町内即咽E

'"'-' 10日に開

催。 タイト

ルは 「光への j

探求J。大型

カメラの特長

は‘圧倒的な

描写力とその創造的なプロセスにある。私たちは

撮影からフィルム現像、プリントまでの技法とし

てゾーンシステムを活用し、国内外の自然風景、

静物、そして生活環境の中に美しさを求め作品制

作してきた。ここに展示する全てのプリントは、

作者自らの技量に基づいて制作されたオリジナル

プリントで、大四切サイズを中心にモノクローム

銀塩プリン トになっている。現在、写真界は写真

専門の雑誌がなくなり、写真はギャラリーで見る

方向に変わってきている。ファインプリン トと称

して制作してきたので、 ギャ ラリーで見ていただ

けるのがベス トと思っている、とメッセージ。約

40点を展示。
[フォトステージ 2021年 11月号掲載]
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パノラマ写真あれこれ

畑文夫

写真が実用になって間もない時期からパノラ

マ写真は撮られています。その背景には当時流行

していた「パノラマjも影響していたのでしょう。

「パノラマj は「ディオラマJとともに 19世

紀のパリなどで流行した見世物で、大きな建物の

内部に本物そっくりの絵や模型を置き、観客に臨

場感を与えるものだ、ったということです。現代で

はテーマパークのアトラクションにあたるもの

でしょう。ディオラマの発明者ダFゲールは、背景

画を描くために使うカメラ・オブスキュラの画像

を定着させる目的でダゲレオタイプを発明した

ということですから(1)写真との関係が深いこと

はむしろ当然でしょう O

パノラマは円筒形の建物の内側に切れ目のな

い大きな風景画を貼り付けたもので、日本でも明

治 23年に上野や浅草など各地で興行され大流行

しましたが、明治の末には活動写真に押されて衰

退しました。ところが浜野さんのお話では現代の

ドイツにもパノラマ館が存在するそうです。

I ((THE WALL))と名付けられた円筒形施設の内

壁には壁崩壊以前のベルリンの街がスーパーリ

アリズムで描かれ、さらに建物の窓にあらわれる

人影など巧みな投影により動きが加えられます。

高さ 4mの位置から眺める画面は幅60mX高さ 18m、

270度くらいの角度で観客を包み込み、さまざま

な騒音をミックスした立体的な音響効果もあい

まって、分断された殺伐とした風景を白日夢のよ

うな現実感で再現していました。ここまでの仕掛

けを完成するには数年を要したと思われますが、

パノラマの風景は今日においても人を惹きつけ

る力があるなあ、と感銘を受けました。

ダFゲールが目指したのは現実と見まごう虚構

によりし 1かに人を楽しませるかということだっ

たと思います。一方この ((THEWALL))のユニーク
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なところは、単に仮想の現実を見せるだけではな

く実際にたかだか 30年くらい前にその地点に存

在していた風景を再現することで、パノラマ館を

出た時に現れる現実風景の方が逆に虚構として

見えてくるところなのです。これこそ 19世紀の

夢と 21世紀の不安が交錯する奇妙な感覚を味わ

える秀逸な施設だと思いました。J(2) 

図 l ドイツのパノラマ館内部(浜野氏撮影)

このような 360度切れ目のないパノラマ画を描

くには通常の透視図法と違い、視点を中心とした

円筒形の画面を考える必要があります。(図 2)こ

の画面を平面に展開すると、鉛直な直線と水平線

以外の直線は湾曲します。

図2パノラマ画



写真で、パノラマを撮るにはいくつかの方法が

あります。図2のように画面を湾曲する方法はダ

ゲレオタイプの時代にすでに考案されており、レ

ンズを旋回しながら撮影するものだったようで

す。ダゲレオタイプであれば感光体は金属板なの

で円筒は比較的作りやすかったでしょうが、露光

時間は長いので、普通の撮影以上に難しかったと

想像されます (3)。湿板写真の時代には湾曲したガ

ラス板にエマルジョンを塗る感光板に、ガラス球

に液体を満たした超広角レンズで撮影するワン

ショットのカメラも考案されましたが (4)、いずれ

も普及しなかったと思われます。1880年代にロー

ルフィルムが出来てからは円筒画面を作ること

が容易でレンズ旋回方式が再び実用化し、現在に

至るまで販売されています (5)。

いっぽう、素朴なパノラマ撮影方法としてカメ

ラを一定角度ずつ旋回させながら数枚撮影し、プ

リン トを貼り合わせることも古くからおこなわ

れました。(図 3)

面1 面2

図3 カメラ旋回方式

これでは画面(フィルム面)と被写体の角度が

その都度変わるので正確に貼り合わせることは

できません。図3の画面 1のように、ある角度で

は被写体と正対しても、角度を変えた次の画面 2

では消点 (6)ができて歪むためです。実用上は継

ぎ目の目立つ建物の直線部分などを避けてプリ

ントを切り貼りするなどの工夫が必要です。一画

面ごとの旋回角度を小さくして数多く撮影すれ

ば、ずれは目立ちにくくなりますが手間と費用が

増えてしまいます。

このような欠点はありますが、近年はデ、ジタル

画像処理によって円筒画面と同等に変形させシ

ームレスにつなぐことができるようになりまし

た。ただしその場合でも、図 2や図 3の視点、す

なわちカメラ旋回中心のとりかたによっては被

写体の奥行方向にズレ(視差)が生じる場合があ

り、そうなると厳密にはつなぐことができなくな

ります。次にこの視点の取り方を考察します。

No Parallax Point 

デジタル画像処理により、複数の画面をパノラ

マ合成するソフ トも多く存在します。しかし、「視

点Jすなわち旋回の中心が適切でないと奥行きの

ある被写体では「視差Jが生じて正確に合成でき

ません。中心をどこにすればよし 1かを考察します。

まず、図 5の①のように、∞遠方の物体、近距

離の物体、薄いレンズの主点、を一直線に並べ

ます。仮に近距離物体にピントを合わせると、∞

物体はピンボケとなりますが、ボケの中心は近距

離の像と同じで視差は生じません。

ここで②のようにレンズの前に絞りを入れると、

∞、近距離ともピントの合う像の位置は変わりま

せんが、像の前後の光線の傾きが変わるため∞像

ボケの中心位置が変わります 。つまり視差が生

じます。このボケの移動は、被写体から出て絞り

の中心を通る「主光線Jが、レンズを通るときは、

像側から見た絞りの虚像である「射出瞳Jから

出たように曲がることから生じます(同図②，)。

つまりレンズと絞りの距離 gによって変わりま

す。
注)図 5'""'--図9は次々ページ以降に掲載
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したがって、①と同じく視差を生じないように

するには、絞り(この場合は入射瞳に一致)の中

心を被写体と一直線に並べればよく(③)、ここ

を中心としてカメラを旋回すればよいわけです。

①ではレンズの外径が絞りとなっていて、入射瞳、

主点、射出瞳の位置が一致している状態 (g=0) 

といえます。

撮影レンズの絞りはふつう複数のレンズの内部

にありますが、この場合は被写体側から見た絞り

の虚像が入射瞳になります(図 6)。

図 5-③、 6とも、被写体側からレンズの絞りを

見て、カメラを旋回してもそれが動かないように

見えれば視差が生じないことになります。

これを確認するテストをしてみました。虫眼鏡

とボール紙で、簡単な光学系を作ります。レンズの

焦点距離 F主75mm、その前方g王子40mmの位置

に絞りをつけました(図的。遠距離被写体として

数十メートル以上はなれた鉄塔、近距離には数十

crnに鉛筆を置きました。(図 7，8)被写体側から見

て、カメラを旋回しても絞りの位置が動かないよ

うに三脚に乗せます(図 9上段)。このようにセ

ッティングすると図 5-③と同じになり、カメラを

旋回しても遠距離と近距離の被写体(鉄塔と鉛

筆)に視差が生じないことを確認できました。(図

9下段)

市販レンズではふつう入射瞳の位置は公開され

ていません(図 4は解説書から引用)。そのため、

実際にカメラを旋回して自分で求める必要があ

ります。最近ではそのための道具も市販されてい

ます。

図4 レトロフォーカスレンズの例

(小倉敏布『写真レンズ、の基礎と発展』より) 13 
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(1)槙野佳奈子 パノラマ、ディオラマ、ダゲレ

オタイプ 誕生の背景と写真史における位置づ

け『年報地域文化研究~ 19号 2015

(2) https: / /www.die-rnauer.de/ 

(3) Friedrich von Martenのパノラマカメラ

(1840年代)

(4) Thornas Suttonのパノラマカメラ (1860年代)

湿板のベースには雲母板を使ったという推測も

ある。 荒井宏子マイカ写真とサットンのパノラ

マカメラに関する考察『東京都写真美術館紀要』

(5) Lornography Hor i zon 

(6)被写体上の直線と平行で、視点を通る直線が

画面(又はその延長)と交わる点。

(7)焦点距離を定義する基準となる点。正確には

前側Hと後側 H'の2か所にあるが、薄いレンズで

は1か所とみなせる。

(8)絞ることで、ボ、ケ量も小さくなる。

(9)虚像とは実際には像に集まらない光線を逆向

きに延長すると集まって一種の像を作ることを

いう 。光線は虚像から発するように見える。

(Wikipediaより)

(10)脚注(3)、(5)のレンズ旋回式ではスリットを

用いてレンズ正面の光だけを利用するので視差

が生じない。後側主点 H'を中心に旋回する(下図)

会立

謝辞

この短文をまとめるには次の方々から貴重なア

ドバイスをいただきました。お礼を申し上げます。

桑山哲郎博士(芸術工学) 荒井崇氏(会員)

浜野次郎氏(会員)
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図5

絞りなし
(レンズの外径が絞り)

a b 

↓絞り =入射瞳

1/g+1/h=1/F 

↑射出瞳=像側から見た絞りの虚像

入射瞳
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∞像ポケ中心

(射出瞳の中心

から発する)



l/g+l/h=l/F 

図6
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↓絞り =射出

↓入射瞳=被写体側から見た絞りの虚像

、

∞像ポケ中心
(射出瞳の中心か
ら発する)

-.1 一一一ート ~r1:

•• 

図9
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[表紙の作品]

・作者 :葛城忠彦

-タイトノレ Renaissanceat noon 

-フイノレム :ILFORD HP5+ 

・フォーマット 6X6

-レンズ:80mm 

• fft:り:F22 
-シャッター:8sec. 
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